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 一

九
ー

ニ
ー
）

は
植
民
地
化
や
革
命
を
経
て
多
文
化
が
混
在
す
る
メ

(
Fr
an
ci
sc
o
 

（
ド
ラ
マ
ナ
イ
ズ）

が
積
極
的
に
行
わ
れ
た。

中
米
コ
ス
タ
リ
カ
国
出
身
の
彫
刻
家
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ス
ニ
ガ

は

じ
め

に

ポ
ス

ト
コ
ロ
ニ

キ
シ
コ
で
活
躍
し
た
作
家
で
あ
る。

ス
ニ
ガ
の
作
品
は
植
民
地
帝
国
主
義
に
よ

っ
て
文
化
の
核
を
奪
わ
れ
た
被
支
配
側
諸
国
の
現
実
を
伝
え
る
側
面
を
持
つ
。

西
欧
中
心
の
一

元
的
美
術
史
観
に
よ
っ
て
黙
殺
さ
れ
て
き
た
「
被
支
配
の
経
験

を
も
つ
諸
国
側
か
ら
み
た
多
元
性」

へ
の
再
解
釈
を
促
す
も
の
と
し
て、

ス
ニ

ガ
の
作
品
を
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う。

本
研
究
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

マ

J
)

的
視
点
に
よ
っ
て、

社
会
的
・

文
化
的
差
異
の
構
造
を
芸
術
作
品
と
い
う
文
化

通
じ
て、

文
化
的
記
憶
の
イ
メ
ー
ジ
が
再
構
築
さ
れ
続
け
る
植
民
地
以
後
の
意

帰
属
意
識
に
断
絶
が
見
ら
れ
る。

メ
キ
シ
コ
で
は
「
プ
レ
・

イ
ス
バ
ニ
ッ
ク
時

「
植
民
地
時
代」

な
る
歴
史
的
復
層
状
態
へ
の
内
面
的
窃
藤
が、

彼
ら
を
し
て
現
代
メ
キ
シ
コ
美

[
2
 

術
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
渇
望
さ
せ
る
動
機
を
形
成
し
た。

メ
キ
シ
コ
は
人
口
の

約
七
割
が、ヽ

シ
コ
に
も

ス
ペ
イ
ン
人
と
の
混
血
（
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
）

ス
ペ
イ
ン
に
も
完
全
に
は
帰
城
で
き
な
い
と
い
う
二
重
の
否
定
を

抱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
近
代
メ
キ
シ
コ
で
は
、

歴
史
と
い
う
過
去
の
再
構
成

コ
ス
タ
リ
カ
人
の
彫
刻
家
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ス
ニ
ガ
は
そ
の
渦
中
に
メ
キ
シ

コ
に
移
住
し
た。
一
、）

で
あ
り、

古
代
メ
キ

ス
ニ
ガ
は
母
国
に
対
す
る
否
定
の
感
梢
か
ら、
二、）

民

代」

「
革
命
後
の
夜
本
主
義
社
会
確
立
へ
の
混
乱
期」

か
ら

お
わ
り
に

四

境
界
の
拡
大
と
縮
小

植
民
地
経
験
の
あ
る
国
々
は、

被
支
配
に
あ
っ
た
時
代
を
境
と
し
て
歴
史
的

リ
ア
リ
テ
ィ
の
探
求

識
形
態
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る。

メ
キ
シ
コ
古
代
芸
術
（
二
元
性
宇
宙
論）

コ
ス
タ
リ
カ
と
メ
キ
シ
コ

表
象
側
か
ら
解
体
す
る
。

そ
し
て
特
殊
な
歴
史
的
産
物
で
あ
る
個
人
の
活
動
を

は
じ
め
に

ー
メ
キ
シ
コ
の
彫
刻
家
ス
ニ
ガ
を
中
心
と
し
て
1

知

足
院

ア
ル
状
況
下
に
お
け
る
芸
術
的
意
識
構
造

美

加

子
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「

宇面
を
在翫
さ
せ
る
に
は、
人
間
自

強
い
実
在
と
し
て
感
し
さ
せ
る
の
で
あ
る。

（
死
と
時
間）

メ
キ
シ
コ
古
代
芸
術
の
中
で
繰
り
返
し
テ
ー
マ
と
な
る
も
の
で
あ
り、
後
に

ス
ニ
ガ
が
相
関
関
係
に
よ
る
表
現
に
た
ど
り

や5く
契
機
と
な
っ
た
の
が、

死
と
時
間
は、
占
代
メ
キ
シ
コ
人
に
と
っ
て
不
可
解、
か
つ
蚊
大
の
関
心
巾

a.c.
 I
 

0
0
0
年
頃
栄
え
た
オ
ル
メ
カ
文
化
で
は
す
で
に
0
の
概

念
を
使
っ
た
時
間
の
計
打
を
行
な
わ
れ、
神
型
文
字
に
よ
っ
て
石
碑
に
時
間
が

停
止
す
る
こ
と
へ
の
恐
れ
が
あ
っ
た。

ら
が
犠
牲
を
払
いに只
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
と
い
う
宗
教
観
か

ら、
死
と
時
間
（
白
然
界
の
運
行）
に
関
わ
る
古
代
芸
術
作
品
は
多
い，
太
陽

の
運
行
の
た
め
に
生
け
代
の
心
臓
を
の
せ
た
と
い
わ
れ
る
石
彫
「
チ
ャ
ッ
ク
モ

老・
若
を
表
す
顔」
（
図
7)
な
ど
が
あ
る。
中
央
に
行
年
の
頗
が
あ
り、
そ

の
脇
に
老
人
の
顔、
さ
ら
に
死
者
の
頻
が
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
テ
ラ
コ
ッ
タ
で

死
に
至
る
時
間
の
流
れ
を、
形
と
し
て
表
現
し
て
い
る
点
で
興
味
深

ス
ニ
ガ
は
こ
の
よ
う
な
時
間
の
流
れ
を、
群
像
に
よ
っ
て
形
に
し
よ
う
と
試

弓
人
の
歩
く
女
性」
（
図
8)
が
そ
う
で
あ
る。
少
女、
中
年
の
女

性、
老
女
が
歩
行
し
て
い
る
様
f
は二
人
の
個
別
の
女
性
と
い
う
よ
り、

係
性
と、
歩
く
と
い
う
行
為
の
中
に
「
時
間
の
運
行」
を
暗
示
さ
せ
て
い
る

各
彫
刻
が
具
体
的
で
あ
る
か
ゆ
え
に、
口
に
見
え
な
い
時
間
や
関
係
性
を
よ
り

の
人
間
の
人
生
を
連
想
さ
せ
る

こ
の
群
像
は
構
成
要
索
で
あ
る
各
彫
刻
の
関

品
録
さ
れ
て
い
た

彼
ら
が
時
間
に
固
執
す
る
根
底
に
は、
自
然
界
の
営
み
が

み
た

で
あ
っ
た

ヽ’>

と
時
間」
と
い
う`
モ
俎
で
あ
る

c

一

人

あ
る

「
死

ル」
（
図
6)
は
そ
の
例
で
あ
る

ま
た
時
間
を、E
題
と
し
た
も
の
に
は
「
死

図5

lて］ 6 
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刈

行きとうもろこしの女神
{i彫900-1200年

チャソクモル
900-1200年
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クヒ ・ 老・れをKす紺
1彫刻断片） トトナカ文化
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